
                    

 

 

 

 

 

ＪＡ愛知みなみは、食への興味関心を高め、命をいただく尊さを学ぶことを目的とした食育教室を 12 月

２日、田原市立田原中部小学校で開きます。 

田原市は、酪農が盛んな地域ですが、消費者の牛乳離れもあり、

牛乳の消費が低迷しているのが現状です。このため、日頃給食で牛

乳を飲んでいる子どもたちに、家でも牛乳を飲んでもらえるよう、

牛乳と酪農に対する理解を深めてもらうことが重要だと考え、今回

食育教室を開きます。 

協賛：愛知県酪農農業協同組合、東海酪農業協同組合連合会、 

東海地区乳業協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースリリース                     令和 7年 11月 27日 

報道関係者 各位 

 

※取材を希望される方は事前に下記連絡先までお願いします。 

JA 愛知みなみ 総合企画部 組合員課 担当：尾川 

ＴＥＬ：0531-34-0375  携帯：080-4581-4822 

《授業内容》 

●酪農の紹介 

 ・酪農農家の仕事について 

 ・命の恵みを分けていただいていることの学習（牛が生まれてから搾乳まで） 

 ・ミルクサプライチェーン（搾乳された牛乳が消費者に届くまで） 

●バター作り体験 

●模擬搾乳機を使用した搾乳体験 

●牛乳飲み比べ 

渥美半島の牛乳をより身近に 

市内の小学校で食育教室を開きます！！ 

《取材対応について》 

●日 時 12 月２日（火） 授業は９時 25 分から 12 時頃までとなります。 

●場 所 田原市立田原中部小学校（田原市田原町殿町 33 番地） 

●その他 田原中部小学校の 6 年生が授業を受けている様子を取材できます。 

《田原市の酪農》 

・酪農農家  35 戸 

田原市の生乳生産量は、県内有数です。ＪＡ愛知みなみと中央製

乳（株）が 2007 年に共同開発した「どうまい牛乳」は、地元の

方から根強い人気があります。市内でも限定された７戸の農家か

ら、搾乳後約 24 時間以内にパック詰めするため、搾りたての風

味を損なわない新鮮な田原産 100％の牛乳です。 


